
NKコ ー ト (緩効性)肥 料の肥効 (追補)

(吉試 草 地部)
1 背 景とねらい

現在の放牧地における施肥管理は、年間施肥量を数回に分けて施肥する方法で行われてお り、公共牧

場等の大規模車地においては、最小の施肥回数で草地管理が出来る方法が求められている。

近年 「肥料の効果発現が緩やかで、作物の生育ステージに応 じて肥料成分の溶出が徐々に起こる。」

特性を有する、窒素とカリを被覆 した放牧草地用のNKコ ー ト肥料が開発された。

そこで、外出分場の放牧革地において早春又は晩秋に年間施肥量を全量 1回施肥することによる肥効
について検討 し、効果が認められたので参考に供する。

技術の内容

(1) NKコ ート肥料
・ NKコ ート肥料は、窒素とカリを微細な穴のあいた合成樹脂等の膜で被覆したものである。

① 肥 料成分   窒 素18.0%、 りん酸 9.0%、 カリ 9.0%

② 肥 料形態   窒 素、カリともに肥効調節型肥料70%、 速効性肥料30%

③ 肥 料特性   感 温性で溶出期間は 100日 タイプ

(2)使 用方法

① 対 象草地   放 牧地とする

② 目標生草収量 4,500 kg/10a

③ 現 物施肥量  67 kg/1oa(NPK 12:6:6)

④ 散 布方法   早 春又は晩秋に年間施肥量全量を表面散布する。

(3)肥 効特性

① 収   量         年 間合計収量ではほぼ同水準の収量が得られる。  (表 2)

② 車 種構成割合の推移   マ メ科率は、対照区に対しNKコ ー ト春肥区は低く推移したが、

NKコ _卜 秋肥区では高 く推移した。 (表 3)

③ 牧 草の無機成分含有率  牧 草の無機成分のうち、窒素は全般にNKコ ート春肥区では対照区

より低めに抑えられる傾向にあった。 ( 表4 )

(4)経 済性

① 肥 料費は経済連渡し、20kg(1袋)単位で草地化成1275円、NKコ ー ト肥料2300円 (試算)で あ

る。放牧地の施肥費を試算すると、NKコ _卜 肥料区は対照区より30%程 度高い。  (表 5)

指導上の留意事項

(1)緩 効性肥料の年間施肥量の決定にあたっては、日標収量等を考慮 して決定すること。

また、緩効性肥料の施肥成分量は慣行施肥法の施肥成分量と同量 とすること。

供試肥料 目標収量 施肥量 (現物)

慣行肥料施肥

緩効性肥料施肥

草地211

N【コート211

4,500kg/10a

〃

60 kg/10a

67  〃

(2) 当 面、牧草地に対する緩効性肥料の利用メリットは、放牧後の晩秋又は放牧前の早春の 1回

施肥で済むことから、追肥労力の軽減を重点とすること。

(3) 肥 料価格は20kg袋入りで試算したが、バラ購入の場合56円/20kg程度割安となる。

(4) 現 在市販 されていないが、 くみあい肥料 (株)が 注文に応ずることは可能である。
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4 試 験成績の概要

表 1 マ サ上の化学性及び上壊改良資材施用量

上壊改良資材施用量は、

表 2 牧 草の被植率 (平成 5年 12

草地対策関係事業設計歩掛基準によ う算出

月 1日 調査 ) %

置換性塩基(mg/100g)

CaOI MgOI K20

有効りん酸
(mg/100g)

上壊改良資材施用量(kg/10a)
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